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制作ノート
今回掲載した作品は，２００８年９月９日から１４日まで開
催したグループ展「WAVE NOW ０８」に出品したも
のである。会場の壁面一面に，複数の絵画作品を組み合
わせて設置する，いわゆる絵画インスタレーション作品
である。
中央にある四角い部分は，既存のキャンバス（F１５０）
に綿布を張ったものである。その周りにある楕円状の部
分は，木枠に張らない綿キャンバスのみを壁に貼った状
態で展示した。これまでの「眼を閉じて」シリーズは，
主に和紙（もしくは韓紙）をパネルに張った作品であっ
たが，大きく方向転換した。しかしながら，今回の素材
や制作方法は，「眼を閉じて」シリーズ以前にも使用し
ていた内容とほぼ同じであり，制作意図もそこから引き
継ぐものである。
およそ１０年間，キャンバス（麻や綿）ではなく，紙
（主に和紙）を基底材とする作品を作り続けてきた。そ
れは，大きく二つの理由による。一つは，モダニズム絵
画の中で，否定されがちだったイリュージョンとしての
＜奥行き＞表現の，新たな絵画表現への有効性を再考す
るために，絵の具の紙への浸透性を利用する必要性が
あったこと。もう一つは，墨という素材の可能性を追求
したかったことである。今回の転換（展開）も，その点
は引き継いでいる。絵の具の浸透性の利用は，紙だけで
なく，下地絵の具で目止めをしていない綿布（生キャン
バス）でも可能であり，墨の表現も，紙ほどではない
が，ある程度の微妙なニュアンスが出せる。しかしなが
ら，技法の面から言うと，紙では容易に出来たエンボス
（凹凸）効果が利用できなかったり，裏面から絵の具を
染み込ませることができなかったりと，紙と綿布の違い
は大きい。それによって，制作意図が思いがけない方向
へ変化する現象も起きた。それよりも，実際に見えると
ころで大きく変わったのは，画面の中の形体表現がはっ
きりした点である。前シリーズで，かろうじて判然とす
る形は，ほとんどがドリッピングと滲みで作ったもので
あり，支持体への直接的な描き込みはなかった。つま
り，意識的に形の表現を茫漠とした画面の中に埋め込む
ような見え方にしていたが，今回は，はっきりと描画で
形を描き起こした。前シリーズ最近作のサブタイトル
「たおやかさのかたち」は，埋め込められていたかたち
の＜可動性＞と＜滞留したエネルギー＞を抽出してもら
うための言葉だったが，今回は，それを作者自ら抽出し
て見せたということになる。タイトルの「心を浮かべ
て」は，前作までのメインタイトル「眼を閉じて」と同
列の言葉のように聞こえるが，時間的な流れを意識しつ
つ全く違った状態を想定した言葉である。人間が持って
いる諸感覚の一部を遮断することによって他の感覚の覚
醒状態を誘うための仕掛けから，諸感覚を司る中枢を主
体から解き放つことから生じる現象を喚起する状態へ誘
うための仕掛けへと変化した作品を表すタイトルであ
る。
もう一つこの作品に込めた重要な意図があるが，それ
についてはここでは明かさないことにする。実際に作品
を見れば，おそらくは容易に見えてくると思われるが，
写真で再現するのは難しい。制作者の意図の説明や解説
は，作品写真を見ながらでも十分理解できると思われが
ちだが，他の視覚芸術のどれよりも現物を見たときとの
ギャップを感じることが，絵画が持っているおおきな特
性だと考えている。
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